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感 覚 統 合か ら み た ボ タン の か け は ずし 行 動

子 大 家 政　 ○ 岡 田 宣 子

〔(社) 日本家 政 学会

目 的　 子 供は 自 ら の 内 的 欲 求 か ら、 遊び を 通 し て 繰 り 返 し 行 動し、 急 速 に 神 経 系 が 発 達

す る 過 程 で、 時 間 的 空 間的 パ タ ーン を 神 経 回 路 に 組 み 込 んで ゆ く。 こ の 感 覚 統 合 を 通 し て

巧 緻 性 を 伴 い 衣 服 の 着脱 行 動 が 確 立 す る。 著 者 は 未 熟 な 幼 児 の 発 達 を 助 長 す るし つ け 服 の

検 討 を 考 え てい る。 そ こ で 本 報で は、 「 体 性 感 覚 野 が 巧 緻 動 作 の 運 動 段 階 に 関 与し て い る」

と す る 岩 村 の 見 解 を も と に、 ボ タ ン 条 件 の 設 定 を 目 的 と し て、 幼 児 の ボ タン の か け は ずし

行 動 を 観 察 する 着 用 実 験 を 試･み た。 猪 又 ら の 報 告 で は、 縦 穴 が 扱 い 易 い と さ れ て い る。 予

備 実 験 で 検 討 し た と こ ろ、 腹 囲 線 より 下 部 で は 横 穴 が 良 い 例も わ ず か 見 ら れ る が、 全 体 で

は 縦 穴 が 良 好 の 傾 向 を 見て い る の で 縦 穴 の ボ タ ン ホ ー ル で 実 験 を 行 う こ と に し た。

方 法　 実 験 は1991 年　３月 ～12 月 に 保 育 園 児46 名 を 被 験 者 とし て 実 施し た。 前 開 き 上 衣に

ボ タ ン を ∠1個 つ け、 そ の か け は ずし 動 作 を8 ミ リ ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影し た。 同 時 に スト ッ

プ ウ ォ ッ チ で 動 作 開 始 か ら 終 了 ま で の 時 間 測 定 を 行 っ た。 ボ タ ン の サ イ ズ（3 水 準 ）、 形

状（2 水 準 ）、 色（2 水 準 ）、 ボ タン ホ ー ル サ イ ズ（2 水､準 ） を 要 因 と し て と り あ げ、 か

け は ずし の 所要 時 間 に つ い て 分 散 分 析 法 に よ り 検 討 し た。

結 果　1.　 ボ タ ン か け の 平 均 所 要 時 間 は、 年 長 ５ 歳 以 上 で は15.00    秒、 年 少2  歳 ～ ∠1歳

で は79.49 秒、 は ず す 時問 は 年 長 で は10.36 秒、 年 少 で は33.52 一秒 で あ っ た。 い ず れ も 年

少 の 標 準 偏 差 が 著 し く 大 き く、 ボ タン の か け･は ずし 動 作 が 未 熟 で 発 達 過 程 に あ る こ と を 示

し て い る。2.　 ボ タン の サ イ ズ以 外 の 要 因 す な わ ち、 形 状、 色、 ボ タン ホ ール サ イ ズ で は

有 意 差 が 認 め ら れ た。3. 年 長 で は 体 性 感 覚 野 が 関 与 し、 目 視 せ ず に か け は ず し が で き る。
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コ ンピ ュ ータ に よ る パ タ ーン メ ーキ ン グ が 盛 ん に 行 われ る よ う に な り、 衣 服 作図

合 理 性 が 要 求 さ れ て い る。 そ こ で、 デ ザ イン イ メ ージ に 合 致 し た バ タ ーン が コン ビ

に よ り 描 出 で き る 作図 原 理 を 構 築 す る目 的 で 研 究 に 着 手 し た。 今 回 は、a  ー<)  ン グ

につ い て、 頚 部 形 態 特 性 が 着 装 時 の カ ラ ー形 状 に 及 ぽ す 影 響 を 明 か に す る と と も に

性 に 即 応 し た パ タ ーン 作 図 が で き る プ ロ グ ラ ム の 開 発 を 試 み た。

実 験 基一体 はご 年 齢21 ～II 蔵 の 成 人 女 子2    0  名 か ら 採 取し た 石 膏ト ル ソ ーで あ る。

カ ラ ーパ タ ーン は、 腰 部 体 表 シ ェ ル を 平 面 展 開 し て 得 た. バ タ ーン の バ リエ ーシ ョ

衿 外 回 り 展 開 量10 、20 、30    ％, 展 開 数1  -     3 ,     5 箇 所 を 組 合 せ た ９ 種 とし た。 基 体

時 のカ ラ ー形 状 分 析 は、 衿 腰 の 高さ、 衿 外 周 り ・ 折 り 山 線 の 長 さ、 衿 傾 斜、 衿 先 の 開

頭 部 か ら の 離 れ、 衿 く り の 長 さ か ら 行 い、 顕 部 形 態 特 性 を 抽 出 し た。 そし て、 形 態 別

図 理 論 式 を求 め、 プ ロ グ ラ ム を 作 成し、 着 装 実 験 に よ り 作 図 原 理 の 妥 当 性 を 検 証 し た。

結 果　1    )   ロ-  リ ン グ カ ラ ーは 基 体 の 頚 部 形 態、 衿 外 周 り の 展 開 量、 展 開 歎 の ３ 要 素 に

よ り 着 装 時 の形 状 が 異 な る こ と が 明 か に な っ た。 衿 外 周 り の 長 さ、 衿 腰 の 高 さ、 衿 傾斜、

衿 先 の 開 き は、 外 周 り を 展 開 し て 得 ら れ る く り 寸 法で コ ント ロ- ル で き る こ と が 判 明 し た

2   ） 衿 腰 の 高 さ は、 基 体 のF.  N. P. とB.  N. p. の 傾 斜 角 と の 相 関 が 高く。 傾 斜 角 が18.5 ゛ 以

下 の 場 合 はTE ＝（3. 66 －KO) ／0. 08925 、18.  5～23‘ はTB ＝（3.85 －KO）／0.12  12 5.     23°以 上 はTE ＝(3.

89 －KO) ／O.12456 の 式 で 展 開 量を 求 め れ ば イ メ ー ジ 通 り の パ タ ーン 作図 が で き る こ と が 検 証

で き た。 但 し、TE:　 展 開 量,     KO：　衿 腰 の 高 さ
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